
小林市議会小林市議会小林市議会小林市議会「「「「市民市民市民市民とのとのとのとの意見交換会意見交換会意見交換会意見交換会」」」」地区別意見交換会地区別意見交換会地区別意見交換会地区別意見交換会【【【【報告書報告書報告書報告書】】】】    

議員名 担当 
開催地区 野尻小校区 

大浦 竹光 司会進行 

参加人数 ２６人 海老原 幹朗 活動報告（総務文教） 

開 催 日 平成２６年５月２２日（木） 淵上 貞継 活動報告（経済産業） 

開催時間 午後７時～午後８時３０分 ◎髙野 良文 活動報告（市民厚生） 

会  場 野尻庁舎 大会議室 窪薗 辰也 記録・報告書作成 

そ の 他  

担

当

班 

  

                       ◎班代表者 

意見交換会の内容      □市民の意見 ■議員の意見 

テーマ① 野尻庁舎の利活用 

【意見交換の概要】 

□ 合併後、使用度が低い会議室等があると思うが、地域住民に開放するなどの対策は。 

■ 会議室等の利用については、地域協議会等で検討する必要があると思われます。利

用の方法についても周知が必要と思われます。 

テーマ② 福祉バスの運用 

【意見交換の概要】 

□ 利用者の声を十分に取り入れているか、また、内山地区への運行はどうなっている

のか。 

■ 福祉バスは、平成 12 年から運用されていますが、ここ３年間は利用者数の減少がみ

られます。原因としては、高齢化、施設への入所者の増加、デイサービスなどの利用

が考えられています。また、本年 10 月から内山地区と野尻を結ぶ路線を、週１回往復

試行運行する予定です。 

【行政の主な取組】 

社会福祉管理費 平成 26 年度当初予算：約 1,369 万円 

 ・福祉バス運行事業委託料 

  旧野尻町時代から町民の交通手段として６路線（他に通学用として１路線）を運行

している。今年度から要望のあった内山地区と野尻町区を結ぶ路線を試験運行する。 

  また、平成 27 年度から内山から通学する小・中学生のスクールバスが国庫補助事業

を打ち切られるため、スクールバスと福祉バスとの連携ができないか検討する。 

様式１ 



自由意見自由意見自由意見自由意見のののの交換交換交換交換    

□ 議会のインターネットの放映が遅いが、早くならないのか。 

□ 電磁波問題に対して署名したが、その後の動きはどうなっているのか。 

■ 自由意見については全議員で情報を共有し、今後、一般質問や委員会審査の中に活

かしてまいります。 

□ 公の行事に参加するとき、市のバスを利用することはできないか。 

■ 市または国・県が行う研修、その他の公の事業及びその他公の事業に準ずると認め

られる事業に係わる送迎については、担当課を通じて利用することができます。ただ

し、職員の随行が必要です。    

議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告へのへのへのへの意見意見意見意見 ※特になし 

 

 

 


